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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　別の実施形態において、本願は、
ａ）式ＩもしくはＩＩの化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化合物および／
もしくはエステルを含む第１の薬学的組成物；および
ｂ）インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター
、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤（ｈｅｐａｔｏｐｒｏｔｅｃｔａ
ｎｔ）、ＨＢＶ／ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビター、ＨＢＶ／ＨＣＶを処置するため
の別の薬物およびそれらの組み合わせからなる群から選択される少なくとも１つのさらな
る活性薬剤を含む第２の薬学的組成物
を含む組み合わせ医薬品を提供する。
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
　式ＩまたはＩＩの化合物であって：
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【化１９７】

ここで：
Ｚは、－ＮＨ２または－ＯＨであり；
Ｘ１は、アルキレン、置換アルキレン、アルケニレン、置換アルケニレン、アルキニレン
、置換アルキニレン、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、ヘテロシクリレンまた
は置換ヘテロシクリレンであり；
Ｌ１は、共有結合、アリーレン、置換アリーレン、ヘテロシクリレン、置換ヘテロシクリ
レン、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、Ｓ（Ｏ）２、
－ＮＲ５－または－Ｏ－であり；
Ｘ２は、共有結合、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｌ２は、－ＮＲ５－、－Ｎ（Ｒ５）Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、Ｓ（Ｏ
）２または共有結合であり；
Ｒ３は、Ｈ、アルキル、置換アルキル、ヘテロアルキル、置換ヘテロアルキル、アルケニ
ル、置換アルケニル、アリール、置換アリール、アリールアルキル、置換アリールアルキ
ル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、ヘテロシクリルアルキルまたは置換ヘテロシ
クリルアルキルであり；
Ｙ１およびＹ２は、各々独立して、共有結合、－Ｏ－もしくは－ＮＲ５－であるか；また
は－Ｙ１－Ｒ１および－Ｙ２－Ｒ２は、各々独立して、－Ｏ－Ｎ＝Ｃ（Ｒ６Ｒ７）であり
；
Ｒ１およびＲ２は、各々独立して、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリル、置換
カルボシクリル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケニル、
アルキニル、置換アルキニル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロシクリ
ルアルキル、置換ヘテロシクリルアルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置
換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換ア
ルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置
換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５であり；
Ｒ４は、Ｈ、ハロゲン、－ＯＨ、－Ｏ－アルキル、－Ｏ－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－Ｒ５、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－ＳＨまたは－ＮＨ（Ｒ５）であり；
Ｒ５、Ｒ６およびＲ７の各々は、独立して、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリ
ル、置換カルボシクリル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アル
ケニル、アルキニル、置換アルキニル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテ
ロシクリルアルキルまたは置換ヘテロシクリルアルキルであるが；
但し：
（ａ）Ｒ４が、－ＯＨであり、かつ
Ｘ１が、Ｃ１－Ｃ２アルキレンであり、かつ
Ｌ１が、フェニレンまたはヘテロシクリレンであり、かつ
Ｘ２が、共有結合またはＣ１－Ｃ２アルキレンであり、かつＬ２が、共有結合、－ＮＨ－
、－Ｏ－または－Ｓ－であり、かつ
Ｒ３が、アルキルまたは置換アルキルであり、かつ
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Ｙ１およびＹ２が、両方とも－Ｏ－である；
とき：
Ｒ１もＲ２も、アルキル、置換アルキルまたはシクロアルキルではなく；
（ｂ）－Ｌ２－Ｒ３が、アルキル、アミノ、アミノアルキル、アミドアルキルまたはチオ
アルキルであり、かつ
Ｒ４が、Ｈであり、かつ
Ｘ１が、アルキレンまたは置換アルキレンであり、かつ
Ｌ１が、－Ｏ－であり、かつ
Ｘ２が、－ＣＨ２－であり、かつ
Ｙ１およびＹ２が、両方とも－Ｏ－である；
とき：
Ｒ１およびＲ２は、両方ともＨまたは両方ともアルキルではなく；
（ｃ）Ｌ２が、共有結合であるとき；Ｒ３は、Ｈではなく；
（ｄ）Ｙ１が、共有結合であるとき；Ｒ１は、Ｈではなく；
（ｅ）Ｙ２が、共有結合であるとき、Ｒ２は、Ｈではなく；そして
（ｆ）Ｒ６およびＲ７は、両方ともＨではない、
化合物。
（項目２）
　Ｌ２が、－ＮＲ５または－Ｏ－であり；そして
Ｒ３が、ヘテロアルキルまたは置換ヘテロアルキルである、
項目１に記載の化合物。
（項目３）
　Ｘ１が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｌ１が、アリーレン、置換アリーレン、ヘテロシクリレン、置換ヘテロシクリレン、カル
ボシクリレンまたは置換カルボシクリレンであり；そして
Ｘ２が、アルキレンまたは置換アルキレンである、
項目１に記載の化合物。
（項目４）
　Ｘ１が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｌ１が、－Ｓ－、－ＮＲ５または－Ｏ－であり；そして
Ｘ２が、アルキレンまたは置換アルキレンである、
項目１に記載の化合物。
（項目５）
　Ｙ１が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｙ２が、共有結合であり；
Ｒ１が、Ｈ、アルキルまたは置換アルキルであり；そして
Ｒ２が、アルキルまたは置換アルキルである、
項目１に記載の化合物。
（項目６）
　Ｙ１およびＹ２が、各々独立して、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；そして
Ｒ１およびＲ２が、各々独立して、Ｈ、アルキルまたは置換アルキルである、
項目１に記載の化合物。
（項目７）
　Ｙ１およびＹ２が、各々独立して、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；そして
　Ｒ１およびＲ２が、各々独立して、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置換アル
キレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換アルキレ
ン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置換アル
キレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５である、項目１に記載の化合物。
（項目８）
　Ｙ１が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
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Ｙ２が、共有結合であり；そして
Ｒ２が、カルボシクリル、置換カルボシクリル、ヘテロシクリルまたは置換ヘテロシクリ
ルである、
項目１に記載の化合物。
（項目９）
　項目１に記載の化合物であって、ここで、式Ｉは、式Ｉａ：
【化１９８】

によって表され、ここで：
Ｘ１は、アルキレン、置換アルキレン、アルケニレン、置換アルケニレン、アルキニレン
、置換アルキニレン、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、ヘテロシクリレンまた
は置換ヘテロシクリレンであり；
Ｘ２は、共有結合、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｙ１およびＹ２は、各々独立して、共有結合、－Ｏ－または－ＮＲ５－であるか；または
－Ｙ１－Ｒ１および－Ｙ２－Ｒ２は、各々独立して、－Ｏ－Ｎ＝Ｃ（Ｒ６Ｒ７）であり；
Ｌ１は、共有結合、アリーレン、置換アリーレン、ヘテロシクリレン、置換ヘテロシクリ
レン、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、Ｓ（Ｏ）２、
－ＮＲ５－または－Ｏ－であり；
Ｌ２は、－ＮＲ５－、－Ｎ（Ｒ５）Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、Ｓ（Ｏ
）２または共有結合であり；
Ｒ１およびＲ２は、各々独立して、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリル、置換
カルボシクリル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケニル、
アルキニル、置換アルキニル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロシクリ
ルアルキル、置換ヘテロシクリルアルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置
換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換ア
ルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置
換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５であり；
Ｒ３は、Ｈ、アルキル、置換アルキル、ヘテロアルキル、置換ヘテロアルキル、アルケニ
ル、置換アルケニル、アリール、置換アリール、アリールアルキル、置換アリールアルキ
ル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、ヘテロシクリルアルキルまたは置換ヘテロシ
クリルアルキルであり；
Ｒ４は、Ｈ、ハロゲン、－ＯＨ、－Ｏ－アルキル、－Ｏ－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－Ｒ５、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－ＳＨまたは－ＮＨ（Ｒ５）であり；
Ｒ５は、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリル、置換カルボシクリル、ヘテロシ
クリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケニル、アルキニル、置換アルキニ
ル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロシクリルアルキルまたは置換ヘテ
ロシクリルアルキルであるが；
但し：
（ａ）Ｒ４が、－ＯＨであり、かつ
Ｘ１が、Ｃ１－Ｃ２アルキレンであり、かつ
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Ｌ１が、フェニレンまたはヘテロシクリレンであり、かつ
Ｘ２が、共有結合またはＣ１－Ｃ２アルキレンであり、かつ
Ｌ２が、共有結合、－ＮＨ－、－Ｏ－または－Ｓ－であり、かつ
Ｒ３が、アルキルまたは置換アルキルであり、かつ
Ｙ１およびＹ２が、両方とも－Ｏ－である；
とき：
Ｒ１もＲ２も、アルキル、置換アルキルまたはシクロアルキルではなく；
（ｂ）－Ｌ２－Ｒ３が、アルキル、アミノ、アミノアルキル、アミドアルキルまたはチオ
アルキルであり、かつ
Ｒ４が、Ｈであり、かつ
Ｘ１が、アルキレンまたは置換アルキレンであり、かつ
Ｌ１が、－Ｏ－であり、かつ
Ｘ２が、－ＣＨ２－であり、かつ
Ｙ１およびＹ２が、両方とも－Ｏ－である；
とき：
Ｒ１およびＲ２は、両方ともＨまたは両方ともアルキルではなく；
（ｃ）Ｌ２が、共有結合であるとき；Ｒ３は、Ｈではなく；
（ｄ）Ｙ１が、共有結合であるとき；Ｒ１は、Ｈではなく；
（ｅ）Ｙ２が、共有結合であるとき、Ｒ２は、Ｈではなく；そして
（ｆ）Ｒ６およびＲ７は、両方ともＨではない、
項目１に記載の化合物。
（項目１０）
　－Ｙ１－Ｒ１が、－ＯＨである、
項目９に記載の化合物。
（項目１１）
　－Ｙ１－Ｒ１および－Ｙ２－Ｒ２が、両方とも－ＯＨである、
項目９に記載の化合物。
（項目１２）
　Ｌ２が、－Ｏ－、－Ｎ（Ｒ５）－または－Ｓ－である、
項目９に記載の化合物。
（項目１３）
　Ｒ３が、アルキル、アリールアルキルまたはヘテロアルキルである、
項目９に記載の化合物。
（項目１４）
　Ｒ３が、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３である、
項目１３に記載の化合物。
（項目１５）
　Ｒ３が、－アルキレン－Ｏ－アルキルである、
項目９に記載の化合物。
（項目１６）
　Ｒ３が、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３である、
項目１５に記載の化合物
（項目１７）
　Ｒ３が、ベンジルである、
項目９に記載の化合物。
（項目１８）
　Ｘ１が、－ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－または－ＣＨ２ＣＨ
（ＣＨ２）－である、
項目９に記載の化合物。
（項目１９）
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　－Ｘ１－Ｌ１－が、－ＣＨ２－フェニレン－である、
項目９に記載の化合物。
（項目２０）
　－Ｘ１－Ｌ１－が、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｏ－または－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）－Ｏ－である
、
項目９に記載の化合物。
（項目２１）
　Ｘ１－Ｌ１－Ｘ２－が、－ＣＨ２－フェニレン－ＣＨ２－である、
項目９に記載の化合物。
（項目２２）
　Ｘ１－Ｌ１－Ｘ２－が、－ＣＨ２－フェニレン－である、
項目９に記載の化合物。
（項目２３）
　Ｘ１－Ｌ１－Ｘ２－が、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２－または－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）
－Ｏ－ＣＨ２－である、
項目９に記載の化合物。
（項目２４）
　Ｙ１およびＹ２が、各々独立して、－Ｏ－または－ＮＲ５－である、
項目９に記載の化合物。
（項目２５）
　Ｙ１およびＹ２が、両方とも－Ｏ－である、
項目９に記載の化合物。
（項目２６）
　Ｙ１およびＹ２が、各々独立して、－Ｏ－または共有結合である、
項目９に記載の化合物。
（項目２７）
　Ｒ１およびＲ２が、各々独立して、Ｈ、アルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５

、－（置換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－
（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－
（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、アリールまたは置換アリールである、
項目９に記載の化合物。
（項目２８）
　Ｒ１およびＲ２が、各々独立して、Ｈ、アルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５

、－（置換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－
（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－
（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、アリールまたは置換アリールである、
項目９に記載の化合物。
（項目２９）
　Ｙ１が、－ＮＲ５－であり；
Ｙ２が、－Ｏ－であり；
Ｒ１が、アルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｃ（Ｏ
）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ
）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ
（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５であり；そして
Ｒ２が、アリールまたは置換アリールである、
項目９に記載の化合物。
（項目３０）
　Ｙ１が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｙ２が、共有結合であり；そして
Ｒ２が、カルボシクリル、置換カルボシクリル、ヘテロシクリルまたは置換ヘテロシクリ
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ルである、
項目９に記載の化合物。
（項目３１）
　Ｒ２が、アリール、置換アリール、Ｎ、Ｏ、Ｓおよびそれらの組み合わせからなる群か
ら選択される１～４個のヘテロ原子を含む置換または非置換の５～７員の非芳香族ヘテロ
シクリルである、
項目９に記載の化合物。
（項目３２）
　Ｒ４が、－ＯＨ、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－ＣＨ２ＣＨ３、－Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－
Ｏ－ＣＨ（ＣＨ３）２、－ＮＨ－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３、－ＮＨ２－ＣＨ２ＣＨ２－
Ｎ（ＣＨ２ＣＨ２）２Ｏまたは－ＳＨである、
項目９に記載の化合物。
（項目３３）
　Ｘ１が、アルキレンであり；
Ｙ１が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｙ２が、－Ｏ－または共有結合であり；
Ｌ１が、共有結合またはアリーレンであり；
Ｌ２が、－Ｏ－であり；
Ｒ１が、Ｈ、アルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｃ
（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ
（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置換アルキレン）－Ｏ
－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５であり；
Ｒ２が、Ｈ、アルキルまたはアリールであり；
Ｒ３が、ヘテロアルキルであり；そして
Ｒ４が、－ＯＨである、
項目９に記載の化合物。
（項目３４）
　Ｘ１およびＸ２が、アルキレンであり；
Ｙ１が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｙ２が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｌ１が、アリーレンであり；
Ｌ２が、－Ｏ－であり；
Ｒ１が、Ｈ、アルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｃ
（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ
（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置換アルキレン）－Ｏ
－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５であり；
Ｒ２が、Ｈ、アルキルまたはアリールであり；
Ｒ３が、アルキルまたはヘテロアルキルであり；そして
Ｒ４が、－ＮＨ（Ｒ５）である、
項目９に記載の化合物。
（項目３５）
　Ｘ１およびＸ２が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｙ１が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｙ２が、共有結合であり；そして
Ｌ１が、アリーレンまたは－Ｏ－であり；
Ｌ２が、－Ｏ－であり；
Ｒ１が、Ｈ、アルキルまたは置換アルキルであり；そして
Ｒ２が、カルボシクリル、置換カルボシクリル、ヘテロシクリルまたは置換ヘテロシクリ
ルである、項目９に記載の化合物。
（項目３６）
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　Ｘ１およびＸ２が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｙ１およびＹ２が、各々独立して、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｌ１が、アリーレンまたは－Ｏ－であり；
Ｌ２が、－Ｏ－であり；
Ｒ１が、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ
５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、
－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－Ｒ５であり；そして
Ｒ２が、カルボシクリル、置換カルボシクリル、ヘテロシクリルまたは置換ヘテロシクリ
ルである、
項目９に記載の化合物。
（項目３７）
　Ｘ１およびＸ２が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｙ１－Ｒ１が、－Ｏ－Ｎ＝Ｃ（Ｒ６Ｒ７）であり；
Ｙ２が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｌ１が、アリーレンまたは－Ｏ－であり；
Ｌ２が、－Ｏ－であり；そして
Ｒ２が、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ
５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、
－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－Ｒ５である、
項目９に記載の化合物。
（項目３８）
　－Ｘ１－Ｌ１－Ｘ２－Ｐ（Ｏ）（Ｙ１Ｒ１）（Ｙ２Ｒ２）が：
【化１９９】

であり、ここで、Ｚ２が、ハロ、アルキル、ハロアルキルおよびアルコキシからなる群か
ら選択される、項目９に記載の化合物。
（項目３９）
　以下：



(9) JP 2009-542697 A5 2011.7.28

【化２００】
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【化２０１】
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【化２０２】
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【化２０３】
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【化２０４】
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【化２０５】
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【化２０６】
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【化２０７】



(17) JP 2009-542697 A5 2011.7.28

【化２０８】
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【化２０９】

からなる群から選択される項目９に記載の化合物、または、その薬学的に許容可能な塩、
溶媒和化合物および／もしくはエステル。
（項目４０）
　式ＩＩが式ＩＩａによって表される項目１に記載の化合物：
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【化２１０】

またはその薬学的に許容可能な互変異性体、塩、溶媒和化合物および／もしくはエステル
であって、ここで：
Ｘ１は、アルキレン、置換アルキレン、アルケニレン、置換アルケニレン、アルキニレン
、置換アルキニレン、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、ヘテロシクリレンまた
は置換ヘテロシクリレンであり；
Ｘ２は、共有結合、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｌ１は、共有結合、アリーレン、置換アリーレン、ヘテロシクリレン、置換ヘテロシクリ
レン、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、Ｓ（Ｏ）２、
－ＮＲ３－または－Ｏ－であり；
Ｙ１およびＹ２は、各々独立して、共有結合、－Ｏ－または－ＮＲ４－であり；
Ｒ１およびＲ２は、各々独立して、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリル、置換
カルボシクリル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケニル、
アルキニル、置換アルキニル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロシクリ
ルアルキル、置換ヘテロシクリルアルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置
換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－
（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５であり；そして
Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、各々独立して、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリル
、置換カルボシクリル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケ
ニル、アルキニル、置換アルキニル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロ
シクリルアルキルまたは置換ヘテロシクリルアルキルであるが；
但し：
（ａ）Ｙ１およびＹ２は、両方とも共有結合ではなく；
（ｂ）Ｙ１が、共有結合であるとき、Ｒ１は、Ｈではなく；そして
（ｃ）Ｙ２が、共有結合であるとき、Ｒ２は、Ｈではない、
項目１に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な互変異性体、塩、溶媒和化合物およ
び／もしくはエステル。
（項目４１）
　Ｘ１が、－ＣＨ２－またはーＣＨ２ＣＨ２－である、
項目４０に記載の化合物。
（項目４２）
　Ｘ１が、

【化２１１】
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であり、
ここで、Ｚは、Ｏ、ＮＲ７またはＳであり；
各Ｒ６は、独立して、ハロ、ヒドロキシル、アミノ、シアノ、アルキル、置換アルキル、
アルコキシ、Ｎ－アルキルアミノ、Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノ、カルボシクリル、置換カ
ルボシクリル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケニル、ア
ルキニル、置換アルキニル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロシクリル
アルキルまたは置換ヘテロシクリルアルキルであり；
Ｒ７は、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリル、置換カルボシクリル、ヘテロシ
クリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケニル、アルキニル、置換アルキニ
ル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロシクリルアルキルまたは置換ヘテ
ロシクリルアルキルであり；
ｎは、１、２、３、４または５であり；そして
ｎが、１であるとき、ｍは、０、１または２であり；ｎが、２であるとき、ｍは、０、１
、２または３であり；ｎが、３であるとき、ｍは、０、１、２、３または４であり；ｎが
、４であるとき、ｍは、０、１、２、３、４または５であり；そしてｎが、５であるとき
、ｍは、０、１、２、３、４、５または６である、項目４０に記載の化合物。
（項目４３）
　Ｌ１が、共有結合である、
項目４０に記載の化合物。
（項目４４）
　Ｌ１が、－ＮＲ３－または－Ｏ－である、
項目４０に記載の化合物。
（項目４５）
　Ｙ１およびＹ２が、両方とも－Ｏ－である、
項目４０に記載の化合物。
（項目４６）
　Ｒ１およびＲ２が、各々独立して、Ｈ、アルキルまたは置換アルキルである、
項目４０に記載の化合物。
（項目４７）
　Ｘ１が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｌ１が、共有結合であり；そして
Ｘ２が、共有結合、アルキレンまたは置換アルキレンである、
項目４０に記載の化合物。
（項目４８）
　－Ｘ１－Ｌ１－Ｘ２－が、－ＣＨ２ＣＨ２－である、
項目４０に記載の化合物。
（項目４９）
　Ｘ１が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｌ１が、－ＮＲ３－または－Ｏ－であり；そして
Ｘ２が、共有結合、アルキレンまたは置換アルキレンである、
項目４０に記載の化合物。
（項目５０）
　－Ｘ１－Ｌ１－Ｘ２－が、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２－である、
項目４９に記載の化合物。
（項目５１）
　Ｘ１が、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、ヘテロシクリレンまたは置換ヘテ
ロシクリレンであり；
Ｌ１が、共有結合であり；そして
Ｘ２が、共有結合、アルキレンまたは置換アルキレンである、
項目４０に記載の化合物。
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（項目５２）
　－Ｘ１－Ｌ１－Ｘ１－が、
【化２１２】

である、項目５１に記載の化合物。
（項目５３）
　以下：
【化２１３】

からなる群から選択される項目４２に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な互変異
性体、塩、溶媒和化合物および／もしくはエステル。
（項目５４）
　項目１に記載の少なくとも１つの化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化合
物および／もしくはエステル；ならびに
薬学的に許容可能なキャリアまたは賦形剤
を含む薬学的組成物。
（項目５５）
　項目９に記載の少なくとも１つの化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化合
物および／もしくはエステル；ならびに
薬学的に許容可能なキャリアまたは賦形剤
を含む薬学的組成物。
（項目５６）
　項目４０に記載の少なくとも１つの化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化
合物および／もしくはエステル；ならびに
薬学的に許容可能なキャリアまたは賦形剤
を含む薬学的組成物。
（項目５７）
　少なくとも１つのさらなる活性薬剤をさらに含む、項目５４に記載の薬学的組成物。
（項目５８）
　少なくとも１つのさらなる活性薬剤をさらに含む、項目５５に記載の薬学的組成物。
（項目５９）
　少なくとも１つのさらなる活性薬剤をさらに含む、項目５６に記載の薬学的組成物。
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（項目６０）
　前記さらなる活性薬剤が、インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プ
ロテアーゼインヒビター、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶ
の非ヌクレオシドインヒビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混
合物からなる群から選択される、項目５７に記載の薬学的組成物。
（項目６１）
　前記さらなる活性薬剤が、インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プ
ロテアーゼインヒビター、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶ
の非ヌクレオシドインヒビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混
合物からなる群から選択される、項目５８に記載の薬学的組成物。
（項目６２）
　前記さらなる活性薬剤が、インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プ
ロテアーゼインヒビター、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶ
の非ヌクレオシドインヒビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混
合物からなる群から選択される、項目５９に記載の薬学的組成物。
（項目６３）
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビター、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１６
２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ－
２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５９
、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
項目６０に記載の薬学的組成物。
（項目６４）
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
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ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビター、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１６
２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ－
２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５９
、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
項目６１に記載の薬学的組成物。
（項目６５）
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
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（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
項目６２に記載の薬学的組成物。
（項目６６）
　ウイルス感染症を処置するかまたは予防するための方法であって、そのような処置また
は予防の必要がある患者に、項目１に記載の少なくとも１つの化合物またはその薬学的に
許容可能な塩、溶媒和化合物および／もしくはエステルの治療有効量を投与する工程を含
む、方法。
（項目６７）
　ウイルス感染症を処置するかまたは予防するための方法であって、そのような処置また
は予防の必要がある患者に、項目９に記載の少なくとも１つの化合物またはその薬学的に
許容可能な塩、溶媒和化合物および／もしくはエステルの治療有効量を投与する工程を含
む、方法。
（項目６８）
　ウイルス感染症を処置するかまたは予防するための方法であって、そのような処置また
は予防の必要がある患者に、項目４０に記載の少なくとも１つの化合物またはその薬学的
に許容可能な塩、溶媒和化合物および／もしくはエステルの治療有効量を投与する工程を
含む、方法。
（項目６９）
　前記ウイルス感染症が、ＨＣＶまたはＨＢＶウイルス感染症である、項目６６に記載の
方法。
（項目７０）
　前記ウイルス感染症が、ＨＣＶまたはＨＢＶウイルス感染症である、項目６７に記載の
方法。
（項目７１）
　前記ウイルス感染症が、ＨＣＶまたはＨＢＶウイルス感染症である、項目６８に記載の
方法。
（項目７２）
　インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、
アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビ
ターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混合物からなる群から選択さ
れる少なくとも１つのさらなる活性薬剤を同時投与する工程をさらに含む、項目６６に記
載の方法。
（項目７３）
　インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、
アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビ
ターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混合物からなる群から選択さ
れる少なくとも１つのさらなる活性薬剤を同時投与する工程をさらに含む、項目６７に記
載の方法。
（項目７４）
　インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、
アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビ
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ターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混合物からなる群から選択さ
れる少なくとも１つのさらなる活性薬剤を同時投与する工程をさらに含む、項目６８に記
載の方法。
（項目７５）
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＩＳＴ－１７（アルティレックス）、ＫＰ
Ｅ０２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル
、ＧＩ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５
、タルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、
ＥＭＺ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７
（メリメポジブ）からなる群から選択される、
項目７２に記載の方法。
（項目７６）
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
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－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
項目７３に記載の方法。
（項目７７）
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
項目７４に記載の方法。
（項目７８）
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　ｔｏｌｌ様レセプター７を有する細胞を、項目１に記載の化合物またはその薬学的に許
容可能な塩、溶媒和化合物および／もしくはエステルの有効量と接触させる工程を含む、
ｔｏｌｌ様レセプター７を作動させる方法。
（項目７９）
　ｔｏｌｌ様レセプター７を有する細胞を、項目９に記載の化合物またはその薬学的に許
容可能な塩、溶媒和化合物および／もしくはエステルの有効量と接触させる工程を含む、
ｔｏｌｌ様レセプター７を作動させる方法。
（項目８０）
　ｔｏｌｌ様レセプター７を有する細胞を、項目４０に記載の化合物またはその薬学的に
許容可能な塩、溶媒和化合物および／もしくはエステルの有効量と接触させる工程を含む
、ｔｏｌｌ様レセプター７を作動させる方法。
（項目８１）
　ａ）項目１に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化合物もしくはエ
ステルを含む第１の薬学的組成物；および
ｂ）インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター
、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒ
ビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混合物からなる群から選択
される少なくとも１つのさらなる活性薬剤を含む第２の薬学的組成物
を含む、組み合わせ医薬品。
（項目８２）
　実質的に本明細書中に記載されているような新規化合物。
（項目８３）
　実質的に本明細書中に記載され、そして図示されているような、項目１に記載の化合物
。
（項目８４）
　実質的に本明細書中に記載され、そして図示されているような、項目９に記載の化合物
。
（項目８５）
　実質的に本明細書中に記載され、そして図示されているような、項目４０に記載の化合
物。
（項目８６）
　実質的に本明細書中に記載されているような薬物の調製のための新規薬学的組成物また
は使用。
（項目８７）
　治療物質としての、項目１に記載の化合物。
（項目８８）
　治療物質としての、項目９に記載の化合物。
（項目８９）
　治療物質としての、項目４０に記載の化合物。
（項目９０）
　患者のウイルス感染症を処置するための薬物を製造するための項目１に記載の化合物の
使用。
（項目９１）
　患者のウイルス感染症を処置するための薬物を製造するための項目９に記載の化合物の
使用。
（項目９２）
　患者のウイルス感染症を処置するための薬物を製造するための項目４０に記載の化合物
の使用。
（項目９３）
　前記ウイルス感染症が、ＨＣＶまたはＨＢＶウイルス感染症である、項目９０に記載の
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使用。
（項目９４）
　前記ウイルス感染症が、ＨＣＶまたはＨＢＶウイルス感染症である、項目９１に記載の
使用。
（項目９５）
　前記ウイルス感染症が、ＨＣＶまたはＨＢＶウイルス感染症である、項目９２に記載の
使用。
（項目９６）
　前記薬物が、少なくとも１つのさらなる活性薬剤をさらに含む、項目９０に記載の使用
。
（項目９７）
　前記薬物が、少なくとも１つのさらなる活性薬剤をさらに含む、項目９１に記載の使用
。
（項目９８）
　前記薬物が、少なくとも１つのさらなる活性薬剤をさらに含む、項目９２に記載の使用
。
（項目９９）
　前記少なくとも１つのさらなる活性薬剤が：インターフェロン、リバビリンアナログ、
ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、
肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物
またはそれらの混合物からなる群から選択される、項目９６に記載の使用。
（項目１００）
　前記少なくとも１つのさらなる活性薬剤が：インターフェロン、リバビリンアナログ、
ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、
肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物
またはそれらの混合物からなる群から選択される、項目９７に記載の使用。
（項目１０１）
　前記少なくとも１つのさらなる活性薬剤が：インターフェロン、リバビリンアナログ、
ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、
肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物
またはそれらの混合物からなる群から選択される、項目９８に記載の使用
（項目１０２）
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
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（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
項目９９に記載の使用。
（項目１０３）
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
項目１００に記載の使用。
（項目１０４）
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
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、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
項目１０１に記載の使用。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式ＩまたはＩＩの化合物であって：
【化１９７】

ここで：
Ｚは、－ＮＨ２または－ＯＨであり；
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Ｘ１は、アルキレン、置換アルキレン、アルケニレン、置換アルケニレン、アルキニレン
、置換アルキニレン、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、ヘテロシクリレンまた
は置換ヘテロシクリレンであり；
Ｌ１は、共有結合、アリーレン、置換アリーレン、ヘテロシクリレン、置換ヘテロシクリ
レン、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、Ｓ（Ｏ）２、
－ＮＲ５－または－Ｏ－であり；
Ｘ２は、共有結合、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｌ２は、－ＮＲ５－、－Ｎ（Ｒ５）Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、Ｓ（Ｏ
）２または共有結合であり；
Ｒ３は、Ｈ、アルキル、置換アルキル、ヘテロアルキル、置換ヘテロアルキル、アルケニ
ル、置換アルケニル、アリール、置換アリール、アリールアルキル、置換アリールアルキ
ル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、ヘテロシクリルアルキルまたは置換ヘテロシ
クリルアルキルであり；
Ｙ１およびＹ２は、各々独立して、共有結合、－Ｏ－もしくは－ＮＲ５－であるか；また
は－Ｙ１－Ｒ１および－Ｙ２－Ｒ２は、各々独立して、－Ｏ－Ｎ＝Ｃ（Ｒ６Ｒ７）であり
；
Ｒ１およびＲ２は、各々独立して、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリル、置換
カルボシクリル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケニル、
アルキニル、置換アルキニル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロシクリ
ルアルキル、置換ヘテロシクリルアルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置
換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換ア
ルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置
換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５であり；
Ｒ４は、Ｈ、ハロゲン、－ＯＨ、－Ｏ－アルキル、－Ｏ－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－Ｒ５、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－ＳＨまたは－ＮＨ（Ｒ５）であり；
Ｒ５、Ｒ６およびＲ７の各々は、独立して、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリ
ル、置換カルボシクリル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アル
ケニル、アルキニル、置換アルキニル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテ
ロシクリルアルキルまたは置換ヘテロシクリルアルキルであるが；
但し：
（ａ）Ｒ４が、－ＯＨであり、かつ
Ｘ１が、Ｃ１－Ｃ２アルキレンであり、かつ
Ｌ１が、フェニレンまたはヘテロシクリレンであり、かつ
Ｘ２が、共有結合またはＣ１－Ｃ２アルキレンであり、かつＬ２が、共有結合、－ＮＨ－
、－Ｏ－または－Ｓ－であり、かつ
Ｒ３が、アルキルまたは置換アルキルであり、かつ
Ｙ１およびＹ２が、両方とも－Ｏ－である；
とき：
Ｒ１もＲ２も、アルキル、置換アルキルまたはシクロアルキルではなく；
（ｂ）－Ｌ２－Ｒ３が、アルキル、アミノ、アミノアルキル、アミドアルキルまたはチオ
アルキルであり、かつ
Ｒ４が、Ｈであり、かつ
Ｘ１が、アルキレンまたは置換アルキレンであり、かつ
Ｌ１が、－Ｏ－であり、かつ
Ｘ２が、－ＣＨ２－であり、かつ
Ｙ１およびＹ２が、両方とも－Ｏ－である；
とき：
Ｒ１およびＲ２は、両方ともＨまたは両方ともアルキルではなく；
（ｃ）Ｌ２が、共有結合であるとき；Ｒ３は、Ｈではなく；
（ｄ）Ｙ１が、共有結合であるとき；Ｒ１は、Ｈではなく；
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（ｅ）Ｙ２が、共有結合であるとき、Ｒ２は、Ｈではなく；そして
（ｆ）Ｒ６およびＲ７は、両方ともＨではない、
化合物。
【請求項２】
　Ｌ２が、－ＮＲ５または－Ｏ－であり；そして
Ｒ３が、ヘテロアルキルまたは置換ヘテロアルキルである、
請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｘ１が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｌ１が、アリーレン、置換アリーレン、ヘテロシクリレン、置換ヘテロシクリレン、カル
ボシクリレンまたは置換カルボシクリレンであり；そして
Ｘ２が、アルキレンまたは置換アルキレンである、
請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｘ１が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｌ１が、－Ｓ－、－ＮＲ５または－Ｏ－であり；そして
Ｘ２が、アルキレンまたは置換アルキレンである、
請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｙ１が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｙ２が、共有結合であり；
Ｒ１が、Ｈ、アルキルまたは置換アルキルであり；そして
Ｒ２が、アルキルまたは置換アルキルである、
請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｙ１およびＹ２が、各々独立して、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；そして
Ｒ１およびＲ２が、各々独立して、Ｈ、アルキルまたは置換アルキルである、
請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｙ１およびＹ２が、各々独立して、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；そして
　Ｒ１およびＲ２が、各々独立して、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置換アル
キレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換アルキレ
ン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置換アル
キレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５である、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｙ１が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｙ２が、共有結合であり；そして
Ｒ２が、カルボシクリル、置換カルボシクリル、ヘテロシクリルまたは置換ヘテロシクリ
ルである、
請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　請求項１に記載の化合物であって、ここで、式Ｉは、式Ｉａ：
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【化１９８】

によって表され、ここで：
Ｘ１は、アルキレン、置換アルキレン、アルケニレン、置換アルケニレン、アルキニレン
、置換アルキニレン、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、ヘテロシクリレンまた
は置換ヘテロシクリレンであり；
Ｘ２は、共有結合、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｙ１およびＹ２は、各々独立して、共有結合、－Ｏ－または－ＮＲ５－であるか；または
－Ｙ１－Ｒ１および－Ｙ２－Ｒ２は、各々独立して、－Ｏ－Ｎ＝Ｃ（Ｒ６Ｒ７）であり；
Ｌ１は、共有結合、アリーレン、置換アリーレン、ヘテロシクリレン、置換ヘテロシクリ
レン、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、Ｓ（Ｏ）２、
－ＮＲ５－または－Ｏ－であり；
Ｌ２は、－ＮＲ５－、－Ｎ（Ｒ５）Ｃ（Ｏ）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、Ｓ（Ｏ
）２または共有結合であり；
Ｒ１およびＲ２は、各々独立して、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリル、置換
カルボシクリル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケニル、
アルキニル、置換アルキニル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロシクリ
ルアルキル、置換ヘテロシクリルアルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置
換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換ア
ルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置
換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５であり；
Ｒ３は、Ｈ、アルキル、置換アルキル、ヘテロアルキル、置換ヘテロアルキル、アルケニ
ル、置換アルケニル、アリール、置換アリール、アリールアルキル、置換アリールアルキ
ル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、ヘテロシクリルアルキルまたは置換ヘテロシ
クリルアルキルであり；
Ｒ４は、Ｈ、ハロゲン、－ＯＨ、－Ｏ－アルキル、－Ｏ－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－Ｒ５、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－ＳＨまたは－ＮＨ（Ｒ５）であり；
Ｒ５は、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリル、置換カルボシクリル、ヘテロシ
クリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケニル、アルキニル、置換アルキニ
ル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロシクリルアルキルまたは置換ヘテ
ロシクリルアルキルであるが；
但し：
（ａ）Ｒ４が、－ＯＨであり、かつ
Ｘ１が、Ｃ１－Ｃ２アルキレンであり、かつ
Ｌ１が、フェニレンまたはヘテロシクリレンであり、かつ
Ｘ２が、共有結合またはＣ１－Ｃ２アルキレンであり、かつ
Ｌ２が、共有結合、－ＮＨ－、－Ｏ－または－Ｓ－であり、かつ
Ｒ３が、アルキルまたは置換アルキルであり、かつ
Ｙ１およびＹ２が、両方とも－Ｏ－である；
とき：
Ｒ１もＲ２も、アルキル、置換アルキルまたはシクロアルキルではなく；
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（ｂ）－Ｌ２－Ｒ３が、アルキル、アミノ、アミノアルキル、アミドアルキルまたはチオ
アルキルであり、かつ
Ｒ４が、Ｈであり、かつ
Ｘ１が、アルキレンまたは置換アルキレンであり、かつ
Ｌ１が、－Ｏ－であり、かつ
Ｘ２が、－ＣＨ２－であり、かつ
Ｙ１およびＹ２が、両方とも－Ｏ－である；
とき：
Ｒ１およびＲ２は、両方ともＨまたは両方ともアルキルではなく；
（ｃ）Ｌ２が、共有結合であるとき；Ｒ３は、Ｈではなく；
（ｄ）Ｙ１が、共有結合であるとき；Ｒ１は、Ｈではなく；
（ｅ）Ｙ２が、共有結合であるとき、Ｒ２は、Ｈではなく；そして
（ｆ）Ｒ６およびＲ７は、両方ともＨではない、
請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　－Ｙ１－Ｒ１が、－ＯＨである、
請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　－Ｙ１－Ｒ１および－Ｙ２－Ｒ２が、両方とも－ＯＨである、
請求項９に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｌ２が、－Ｏ－、－Ｎ（Ｒ５）－または－Ｓ－である、
請求項９に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ３が、アルキル、アリールアルキルまたはヘテロアルキルである、
請求項９に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ３が、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３である、
請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ３が、－アルキレン－Ｏ－アルキルである、
請求項９に記載の化合物。
【請求項１６】
　Ｒ３が、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３である、
請求項１５に記載の化合物
【請求項１７】
　Ｒ３が、ベンジルである、
請求項９に記載の化合物。
【請求項１８】
　Ｘ１が、－ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－または－ＣＨ２ＣＨ
（ＣＨ２）－である、
請求項９に記載の化合物。
【請求項１９】
　－Ｘ１－Ｌ１－が、－ＣＨ２－フェニレン－である、
請求項９に記載の化合物。
【請求項２０】
　－Ｘ１－Ｌ１－が、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｏ－または－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）－Ｏ－である
、
請求項９に記載の化合物。
【請求項２１】
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　Ｘ１－Ｌ１－Ｘ２－が、－ＣＨ２－フェニレン－ＣＨ２－である、
請求項９に記載の化合物。
【請求項２２】
　Ｘ１－Ｌ１－Ｘ２－が、－ＣＨ２－フェニレン－である、
請求項９に記載の化合物。
【請求項２３】
　Ｘ１－Ｌ１－Ｘ２－が、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２－または－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）
－Ｏ－ＣＨ２－である、
請求項９に記載の化合物。
【請求項２４】
　Ｙ１およびＹ２が、各々独立して、－Ｏ－または－ＮＲ５－である、
請求項９に記載の化合物。
【請求項２５】
　Ｙ１およびＹ２が、両方とも－Ｏ－である、
請求項９に記載の化合物。
【請求項２６】
　Ｙ１およびＹ２が、各々独立して、－Ｏ－または共有結合である、
請求項９に記載の化合物。
【請求項２７】
　Ｒ１およびＲ２が、各々独立して、Ｈ、アルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５

、－（置換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－
（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－
（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、アリールまたは置換アリールである、
請求項９に記載の化合物。
【請求項２８】
　Ｒ１およびＲ２が、各々独立して、Ｈ、アルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５

、－（置換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－
（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－
（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、アリールまたは置換アリールである、
請求項９に記載の化合物。
【請求項２９】
　Ｙ１が、－ＮＲ５－であり；
Ｙ２が、－Ｏ－であり；
Ｒ１が、アルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｃ（Ｏ
）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ
）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ
（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５であり；そして
Ｒ２が、アリールまたは置換アリールである、
請求項９に記載の化合物。
【請求項３０】
　Ｙ１が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｙ２が、共有結合であり；そして
Ｒ２が、カルボシクリル、置換カルボシクリル、ヘテロシクリルまたは置換ヘテロシクリ
ルである、
請求項９に記載の化合物。
【請求項３１】
　Ｒ２が、アリール、置換アリール、Ｎ、Ｏ、Ｓおよびそれらの組み合わせからなる群か
ら選択される１～４個のヘテロ原子を含む置換または非置換の５～７員の非芳香族ヘテロ
シクリルである、
請求項９に記載の化合物。
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【請求項３２】
　Ｒ４が、－ＯＨ、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－ＣＨ２ＣＨ３、－Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－
Ｏ－ＣＨ（ＣＨ３）２、－ＮＨ－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３、－ＮＨ２－ＣＨ２ＣＨ２－
Ｎ（ＣＨ２ＣＨ２）２Ｏまたは－ＳＨである、
請求項９に記載の化合物。
【請求項３３】
　Ｘ１が、アルキレンであり；
Ｙ１が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｙ２が、－Ｏ－または共有結合であり；
Ｌ１が、共有結合またはアリーレンであり；
Ｌ２が、－Ｏ－であり；
Ｒ１が、Ｈ、アルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｃ
（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ
（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置換アルキレン）－Ｏ
－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５であり；
Ｒ２が、Ｈ、アルキルまたはアリールであり；
Ｒ３が、ヘテロアルキルであり；そして
Ｒ４が、－ＯＨである、
請求項９に記載の化合物。
【請求項３４】
　Ｘ１およびＸ２が、アルキレンであり；
Ｙ１が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｙ２が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｌ１が、アリーレンであり；
Ｌ２が、－Ｏ－であり；
Ｒ１が、Ｈ、アルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｃ
（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ
（Ｏ）－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置換アルキレン）－Ｏ
－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５であり；
Ｒ２が、Ｈ、アルキルまたはアリールであり；
Ｒ３が、アルキルまたはヘテロアルキルであり；そして
Ｒ４が、－ＮＨ（Ｒ５）である、
請求項９に記載の化合物。
【請求項３５】
　Ｘ１およびＸ２が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｙ１が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｙ２が、共有結合であり；そして
Ｌ１が、アリーレンまたは－Ｏ－であり；
Ｌ２が、－Ｏ－であり；
Ｒ１が、Ｈ、アルキルまたは置換アルキルであり；そして
Ｒ２が、カルボシクリル、置換カルボシクリル、ヘテロシクリルまたは置換ヘテロシクリ
ルである、請求項９に記載の化合物。
【請求項３６】
　Ｘ１およびＸ２が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｙ１およびＹ２が、各々独立して、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｌ１が、アリーレンまたは－Ｏ－であり；
Ｌ２が、－Ｏ－であり；
Ｒ１が、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ
５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、
－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
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－Ｒ５であり；そして
Ｒ２が、カルボシクリル、置換カルボシクリル、ヘテロシクリルまたは置換ヘテロシクリ
ルである、
請求項９に記載の化合物。
【請求項３７】
　Ｘ１およびＸ２が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｙ１－Ｒ１が、－Ｏ－Ｎ＝Ｃ（Ｒ６Ｒ７）であり；
Ｙ２が、－Ｏ－または－ＮＲ５－であり；
Ｌ１が、アリーレンまたは－Ｏ－であり；
Ｌ２が、－Ｏ－であり；そして
Ｒ２が、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ
５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、
－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－Ｒ５である、
請求項９に記載の化合物。
【請求項３８】
　－Ｘ１－Ｌ１－Ｘ２－Ｐ（Ｏ）（Ｙ１Ｒ１）（Ｙ２Ｒ２）が：
【化１９９】

であり、ここで、Ｚ２が、ハロ、アルキル、ハロアルキルおよびアルコキシからなる群か
ら選択される、請求項９に記載の化合物。
【請求項３９】
　以下：
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【化２００】
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【化２０１】
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【化２０２】
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【化２０３】
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【化２０４】
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【化２０５】
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【化２０６】
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【化２０７】
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【化２０８】
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【化２０９】

からなる群から選択される請求項９に記載の化合物、または、その薬学的に許容可能な塩
、溶媒和化合物および／もしくはエステル。
【請求項４０】
　式ＩＩが式ＩＩａによって表される請求項１に記載の化合物：

【化２１０】
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またはその薬学的に許容可能な互変異性体、塩、溶媒和化合物および／もしくはエステル
であって、ここで：
Ｘ１は、アルキレン、置換アルキレン、アルケニレン、置換アルケニレン、アルキニレン
、置換アルキニレン、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、ヘテロシクリレンまた
は置換ヘテロシクリレンであり；
Ｘ２は、共有結合、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｌ１は、共有結合、アリーレン、置換アリーレン、ヘテロシクリレン、置換ヘテロシクリ
レン、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、Ｓ（Ｏ）２、
－ＮＲ３－または－Ｏ－であり；
Ｙ１およびＹ２は、各々独立して、共有結合、－Ｏ－または－ＮＲ４－であり；
Ｒ１およびＲ２は、各々独立して、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリル、置換
カルボシクリル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケニル、
アルキニル、置換アルキニル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロシクリ
ルアルキル、置換ヘテロシクリルアルキル、－アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－（置
換アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－アルキレン－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５または－
（置換アルキレン）－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ５であり；そして
Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、各々独立して、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリル
、置換カルボシクリル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケ
ニル、アルキニル、置換アルキニル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロ
シクリルアルキルまたは置換ヘテロシクリルアルキルであるが；
但し：
（ａ）Ｙ１およびＹ２は、両方とも共有結合ではなく；
（ｂ）Ｙ１が、共有結合であるとき、Ｒ１は、Ｈではなく；そして
（ｃ）Ｙ２が、共有結合であるとき、Ｒ２は、Ｈではない、
請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な互変異性体、塩、溶媒和化合物お
よび／もしくはエステル。
【請求項４１】
　Ｘ１が、－ＣＨ２－またはーＣＨ２ＣＨ２－である、
請求項４０に記載の化合物。
【請求項４２】
　Ｘ１が、
【化２１１】

であり、
ここで、Ｚは、Ｏ、ＮＲ７またはＳであり；
各Ｒ６は、独立して、ハロ、ヒドロキシル、アミノ、シアノ、アルキル、置換アルキル、
アルコキシ、Ｎ－アルキルアミノ、Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノ、カルボシクリル、置換カ
ルボシクリル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケニル、ア
ルキニル、置換アルキニル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロシクリル
アルキルまたは置換ヘテロシクリルアルキルであり；
Ｒ７は、Ｈ、アルキル、置換アルキル、カルボシクリル、置換カルボシクリル、ヘテロシ
クリル、置換ヘテロシクリル、アルケニル、置換アルケニル、アルキニル、置換アルキニ
ル、アリールアルキル、置換アリールアルキル、ヘテロシクリルアルキルまたは置換ヘテ
ロシクリルアルキルであり；
ｎは、１、２、３、４または５であり；そして
ｎが、１であるとき、ｍは、０、１または２であり；ｎが、２であるとき、ｍは、０、１
、２または３であり；ｎが、３であるとき、ｍは、０、１、２、３または４であり；ｎが
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、４であるとき、ｍは、０、１、２、３、４または５であり；そしてｎが、５であるとき
、ｍは、０、１、２、３、４、５または６である、請求項４０に記載の化合物。
【請求項４３】
　Ｌ１が、共有結合である、
請求項４０に記載の化合物。
【請求項４４】
　Ｌ１が、－ＮＲ３－または－Ｏ－である、
請求項４０に記載の化合物。
【請求項４５】
　Ｙ１およびＹ２が、両方とも－Ｏ－である、
請求項４０に記載の化合物。
【請求項４６】
　Ｒ１およびＲ２が、各々独立して、Ｈ、アルキルまたは置換アルキルである、
請求項４０に記載の化合物。
【請求項４７】
　Ｘ１が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｌ１が、共有結合であり；そして
Ｘ２が、共有結合、アルキレンまたは置換アルキレンである、
請求項４０に記載の化合物。
【請求項４８】
　－Ｘ１－Ｌ１－Ｘ２－が、－ＣＨ２ＣＨ２－である、
請求項４０に記載の化合物。
【請求項４９】
　Ｘ１が、アルキレンまたは置換アルキレンであり；
Ｌ１が、－ＮＲ３－または－Ｏ－であり；そして
Ｘ２が、共有結合、アルキレンまたは置換アルキレンである、
請求項４０に記載の化合物。
【請求項５０】
　－Ｘ１－Ｌ１－Ｘ２－が、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２－である、
請求項４９に記載の化合物。
【請求項５１】
　Ｘ１が、カルボシクリレン、置換カルボシクリレン、ヘテロシクリレンまたは置換ヘテ
ロシクリレンであり；
Ｌ１が、共有結合であり；そして
Ｘ２が、共有結合、アルキレンまたは置換アルキレンである、
請求項４０に記載の化合物。
【請求項５２】
　－Ｘ１－Ｌ１－Ｘ１－が、
【化２１２】

である、請求項５１に記載の化合物。
【請求項５３】
　以下：
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【化２１３】

からなる群から選択される請求項４２に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な互変
異性体、塩、溶媒和化合物および／もしくはエステル。
【請求項５４】
　請求項１に記載の少なくとも１つの化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化
合物および／もしくはエステル；ならびに
薬学的に許容可能なキャリアまたは賦形剤
を含む薬学的組成物。
【請求項５５】
　請求項９に記載の少なくとも１つの化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化
合物および／もしくはエステル；ならびに
薬学的に許容可能なキャリアまたは賦形剤
を含む薬学的組成物。
【請求項５６】
　請求項４０に記載の少なくとも１つの化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和
化合物および／もしくはエステル；ならびに
薬学的に許容可能なキャリアまたは賦形剤
を含む薬学的組成物。
【請求項５７】
　少なくとも１つのさらなる活性薬剤をさらに含む、請求項５４に記載の薬学的組成物。
【請求項５８】
　少なくとも１つのさらなる活性薬剤をさらに含む、請求項５５に記載の薬学的組成物。
【請求項５９】
　少なくとも１つのさらなる活性薬剤をさらに含む、請求項５６に記載の薬学的組成物。
【請求項６０】
　前記さらなる活性薬剤が、インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プ
ロテアーゼインヒビター、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶ
の非ヌクレオシドインヒビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混
合物からなる群から選択される、請求項５７に記載の薬学的組成物。
【請求項６１】
　前記さらなる活性薬剤が、インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プ
ロテアーゼインヒビター、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶ
の非ヌクレオシドインヒビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混
合物からなる群から選択される、請求項５８に記載の薬学的組成物。
【請求項６２】
　前記さらなる活性薬剤が、インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プ
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ロテアーゼインヒビター、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶ
の非ヌクレオシドインヒビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混
合物からなる群から選択される、請求項５９に記載の薬学的組成物。
【請求項６３】
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビター、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１６
２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ－
２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５９
、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
請求項６０に記載の薬学的組成物。
【請求項６４】
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビター、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１６
２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ－
２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５９
、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
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－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
請求項６１に記載の薬学的組成物。
【請求項６５】
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
請求項６２に記載の薬学的組成物。
【請求項６６】
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　ウイルス感染症を処置するかまたは予防するための組成物であって、請求項１に記載の
少なくとも１つの化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化合物および／もしく
はエステルの治療有効量を含む、組成物。
【請求項６７】
　ウイルス感染症を処置するかまたは予防するための組成物であって、請求項９に記載の
少なくとも１つの化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化合物および／もしく
はエステルの治療有効量を含む、組成物。
【請求項６８】
　ウイルス感染症を処置するかまたは予防するための組成物であって、請求項４０に記載
の少なくとも１つの化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化合物および／もし
くはエステルの治療有効量を含む、組成物。
【請求項６９】
　前記ウイルス感染症が、ＨＣＶまたはＨＢＶウイルス感染症である、請求項６６に記載
の組成物。
【請求項７０】
　前記ウイルス感染症が、ＨＣＶまたはＨＢＶウイルス感染症である、請求項６７に記載
の組成物。
【請求項７１】
　前記ウイルス感染症が、ＨＣＶまたはＨＢＶウイルス感染症である、請求項６８に記載
の組成物。
【請求項７２】
　インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、
アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビ
ターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混合物からなる群から選択さ
れる少なくとも１つのさらなる活性薬剤と組み合わせて投与されることを特徴とする、請
求項６６に記載の組成物。
【請求項７３】
　インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、
アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビ
ターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混合物からなる群から選択さ
れる少なくとも１つのさらなる活性薬剤と組み合わせて投与されることを特徴とする、請
求項６７に記載の組成物。
【請求項７４】
　インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、
アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビ
ターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混合物からなる群から選択さ
れる少なくとも１つのさらなる活性薬剤と組み合わせて投与されることを特徴とする、請
求項６８に記載の組成物。
【請求項７５】
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
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－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＩＳＴ－１７（アルティレックス）、ＫＰ
Ｅ０２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル
、ＧＩ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５
、タルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、
ＥＭＺ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７
（メリメポジブ）からなる群から選択される、
請求項７２に記載の組成物。
【請求項７６】
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
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リメポジブ）からなる群から選択される、
請求項７３に記載の組成物。
【請求項７７】
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
請求項７４に記載の組成物。
【請求項７８】
　請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化合物および／もし
くはエステルの有効量を含む、ｔｏｌｌ様レセプター７を作動させるための組成物。
【請求項７９】
　請求項９に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化合物および／もし
くはエステルの有効量を含む、ｔｏｌｌ様レセプター７を作動させるための組成物。
【請求項８０】
　請求項４０に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化合物および／も
しくはエステルの有効量を含む、ｔｏｌｌ様レセプター７を作動させるための組成物。
【請求項８１】
　ａ）請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和化合物もしくは
エステルを含む第１の薬学的組成物；および
ｂ）インターフェロン、リバビリンアナログ、ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター
、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒ
ビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物またはそれらの混合物からなる群から選択
される少なくとも１つのさらなる活性薬剤を含む第２の薬学的組成物
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を含む、組み合わせ医薬品。
【請求項８２】
　実質的に本明細書中に記載されているような新規化合物。
【請求項８３】
　実質的に本明細書中に記載され、そして図示されているような、請求項１に記載の化合
物。
【請求項８４】
　実質的に本明細書中に記載され、そして図示されているような、請求項９に記載の化合
物。
【請求項８５】
　実質的に本明細書中に記載され、そして図示されているような、請求項４０に記載の化
合物。
【請求項８６】
　実質的に本明細書中に記載されているような薬物の調製のための新規薬学的組成物また
は使用。
【請求項８７】
　治療物質としての、請求項１に記載の化合物。
【請求項８８】
　治療物質としての、請求項９に記載の化合物。
【請求項８９】
　治療物質としての、請求項４０に記載の化合物。
【請求項９０】
　患者のウイルス感染症を処置するための薬物を製造するための請求項１に記載の化合物
の使用。
【請求項９１】
　患者のウイルス感染症を処置するための薬物を製造するための請求項９に記載の化合物
の使用。
【請求項９２】
　患者のウイルス感染症を処置するための薬物を製造するための請求項４０に記載の化合
物の使用。
【請求項９３】
　前記ウイルス感染症が、ＨＣＶまたはＨＢＶウイルス感染症である、請求項９０に記載
の使用。
【請求項９４】
　前記ウイルス感染症が、ＨＣＶまたはＨＢＶウイルス感染症である、請求項９１に記載
の使用。
【請求項９５】
　前記ウイルス感染症が、ＨＣＶまたはＨＢＶウイルス感染症である、請求項９２に記載
の使用。
【請求項９６】
　前記薬物が、少なくとも１つのさらなる活性薬剤をさらに含む、請求項９０に記載の使
用。
【請求項９７】
　前記薬物が、少なくとも１つのさらなる活性薬剤をさらに含む、請求項９１に記載の使
用。
【請求項９８】
　前記薬物が、少なくとも１つのさらなる活性薬剤をさらに含む、請求項９２に記載の使
用。
【請求項９９】
　前記少なくとも１つのさらなる活性薬剤が：インターフェロン、リバビリンアナログ、
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ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、
肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物
またはそれらの混合物からなる群から選択される、請求項９６に記載の使用。
【請求項１００】
　前記少なくとも１つのさらなる活性薬剤が：インターフェロン、リバビリンアナログ、
ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、
肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物
またはそれらの混合物からなる群から選択される、請求項９７に記載の使用。
【請求項１０１】
　前記少なくとも１つのさらなる活性薬剤が：インターフェロン、リバビリンアナログ、
ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、アルファ－グルコシダーゼ１インヒビター、
肝保護剤、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターおよびＨＣＶを処置するための他の薬物
またはそれらの混合物からなる群から選択される、請求項９８に記載の使用
【請求項１０２】
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
請求項９９に記載の使用。
【請求項１０３】
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
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、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
請求項１００に記載の使用。
【請求項１０４】
　（１）前記インターフェロンが、ペグ化ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ペグ化ｒＩＦＮ－ア
ルファ２ａ、ｒＩＦＮ－アルファ２ｂ、ｒＩＦＮ－アルファ２ａ、コンセンサスＩＦＮア
ルファ（インフェルゲン）、フェロン、レアフェロン、インターマックスアルファ、ｒ－
ＩＦＮ－ベータ、インフェルゲン＋アクティミューン、ＤＵＲＯＳを含むＩＦＮ－オメガ
、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン、レビフ、経口インターフェロンアルフ
ァ、ＩＦＮアルファ－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－インフェルゲンおよびペグ
化ＩＦＮ－ベータからなる群から選択され；
（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガスおよびビラミジン（タリバビリ
ン）からなる群から選択され；
（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ１
６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ１９４１、ＸＴＬ
－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－７５
９、ＰＦ－８６８５５４およびＧＳＫ６２５４３３からなる群から選択され；
（４）前記ＨＣＶ　ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ
－７）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９お
よびＩＴＭＮ－１９１からなる群から選択され；
（５）前記アルファ－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル
）およびＵＴ－２３１Ｂからなる群から選択され；
（６）前記肝保護剤が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ３７３８、ＬＢ－８４４５１およびＭｉ
ｔｏＱからなる群から選択され；
（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンズイミダゾール誘導体、ベンゾ
－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、ＧＳ－９１９０、Ａ－８
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３１およびＡ－６８９からなる群から選択され；そして
（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネア
）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルティレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ９７１、ＮＯＶ－２０５、タ
ルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、ＥＭ
Ｚ－７０２、ＡＶＩ４０６５、バビツキシマブ、オグルファニドおよびＶＸ－４９７（メ
リメポジブ）からなる群から選択される、
請求項１０１に記載の使用。
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